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はじめに 

財務分析とは、貸借対照表、損益計算書、キャ

ッシュフロー計算書の財務三表を用いて、会社の

状態や今後の見通し等を分析することを言いま

す。 

財務分析には他社を分析する「外部分析」と自

社を分析する「内部分析」があります。外部分析

の場合には公表されている決算書の数字のみしか

使用できません。一方、内部分析の場合には、自

社の内部データを用いることができ、資金繰りや

売上・利益の動向などについて細かく分析を行う

ことが可能となります。特にスタートアップ企業

にとっては、「内部分析」により今後の見通し等を

客観的に行い、会社の状況を把握することが有用

となります。そのため、複数回に分けて財務三表

の趣旨や財務分析指標（収益性分析、安全性分

析、成長性分析、生産性分析）について解説して

いきます。 

今回の解説では細かい分析指標を見る前に、財

務三表の趣旨を理解しましょう。 

 

１. 貸借対照表 

貸借対照表は、英語では Balance Sheetと呼ば

れ B/Sと省略されます。 

B/Sは、決算日に会社にいくらお金があり、い

くら借金があるのかといった財政状態を表しま

す。表の左側（借方）には資産が計上され、右側

（貸方）には負債、純資産が計上されます。右側

の負債、純資産は「お金をどこから調達したの

か」を示しています。例えば、負債には借入金、

純資産には資本金や過去から溜まっている利益等

が計上されます。一方左側は、「調達したお金を

何に使ったのか」を示しています。例えば資産に

は建物、備品等の固定資産の他、現金預金等が計

上されます。貸借対照表においては、上記の右側

（貸方）と左側（借方）の合計額は必ず一致しま

す。 

 

２. 損益計算書 

損益計算書は、英語では Profit and Loss 

Statementと呼ばれ P/Lと省略されます。 

P/Lは会社が 1年間でどのくらい儲かっているの

か、あるいは損をしているのかいう経営成績を把握

することが可能となります。 

P/Lは収益、費用、利益の 3要素から構成されてお

り、収益から費用を差し引いて利益を求められます。    

利益は 5つに区分されております。 

①売上総利益…売上高-売上原価＝年間粗利 

②営業利益…売上総利益-販管費＝本業が稼いだ利益 

③経常利益…営業利益＋（営業外利益-営業外費用）

＝経常的な企業活動の結果稼いだ利益 

④税引前当期純利益…経常利益＋（特別利益-特別損

失）＝臨時的な損益も加味した利益 

⑤当期純利益…税引前当期純利益-税金＝税金を加味

した会社の最終的な経営成績 

 

３．キャッシュフロー計算書 

 キャッシュフロー計算書は、英語では Statement of 

Cash Flowsと呼ばれ、C/Fと省略されます。当期にど

のような理由でいくらお金が出て行ったのか、そして

いくらお金が入ってきたのか、を把握することが出来

ます。 

  C/Fは営業活動、投資活動、財務活動によるキャッ

シュ・フロー(以下「CF」という。)をそれぞれ区分し

て表示します。その上で、現金及び現金同等物等の増

加額、現金及び現金同等物等期首残高、現金及び現金

同等物等期末残高の 3項目を表記します。 

➀営業活動による CF…本業でいくらキャッシュを生み

出しているかを把握できます。この数値が大きいほど

本業で稼げているといえます。 

②投資活動による CF…設備投資等会社の投資活動にお

けるキャッシュを把握できます。 

③財務活動による CF…資金調達や返済などの財務活動に

おけるキャッシュを把握できます。 

 

おわりに 

今回、財務三表について細かくご紹介しました。

ご存じの方には当たり前の内容であったかもしれま

せん。しかし、これからご説明する「財務分析」の

内容を理解する上で、財務三表の理解が前提となる

ため、今一度確認させていただきます。 

財務三表を用いてまずは自社の過去の数値と比較す

ると例えば売上や費用の増加理由が見えてくるかも

しれません。次回は財務分析指標のうち収益性分析

について紹介いたします。 

（担当：鳥津） 

《会計・税務の知識》 

（スタートアップ支援特集） 財務分析について(1)～財務三表とは～ 
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